
第３専門部会（令和２年９月25日開催）資料２-１

第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ③修正 58

1　教育環境の充実
②成果指標（KPI）
　児童生徒１人当たりの教
育用コンピュータ数

当該成果指標は、第５次総合計画施行前の令和２年度
中に、生徒児童１人１台タブレット端末配備が完了す
ることから、初年度において既に目標達成していると
考えられるため、当該目標は削除すべき。

成果指標「児童１人当たりの教育用
コンピューター数」の削除

ご意見のとおり、令和２年中に、１人１台端末を整
備する予定ですが、今後もその整備体制を維持して
いく必要があると考え、成果指標としています。
審議会・専門部会の中で「すでに完了した内容であ
り成果指標に相応しくない」というご意見でありま
したら、国の「2018年度以降の学校におけるICT環境
の整備方針」にあります「大型提示装置の普通教
室・特別教室への整備率」等へ修正いたします。

Ａ委員

2 ②提案 58

１　教育環境の充実
②成果指標（KPI）

目指す姿の達成状況の根拠となる成果指標は、基本的
な取り組みに連動している必要があると考えられる
が、基本取組中、「小・中学校の規模と配置の適正化
の推進」や「学校給食センターを最大限に活用した食
育と地産地消の推進」に関する成果指標が存在しない
ことから、上記２つの取り組みに対する成果指標につ
いても新たに設定すべき。

基本的な取組のうち「小・中学校の規模と配置の適
正化の推進」や、「学校給食センターを最大限に活
用した食育と地産地消の推進」に掲げる学校調理場
の集約等の取組については、市内の学校施設全体の
長寿命化等の老朽化対策とも連動して検討すべきも
のでありますので、これら総括指標として「長寿命
化計画に基づく具体的な改修計画の策定・改修の実
施」を掲げたところであります。
しかしながら、審議会・専門部会の中で「新たに設
定すべき」というご意見でありましたら、学校給食
については、現行の実施計画の指標でもあります
「異物混入、アレルギー、食中毒等、給食を原因と
して人体に影響を及ぼす事故の発生件数」を掲げ、
これまでどおり「０件」を維持していくことを目指
す方向で修正します。

Ａ委員

3 ③修正 58

１　教育環境の充実
④施策の方針
　最終項「１人１台端末
～」

１人１台端末の整備は令和２年度中に完了するため、
今後のデジタル施策としては、感染症や災害時にも学
習環境が維持できるよう、「１人１台端末や校内LAN
などの」部分を、「リモート授業環境の整備など」の
に修正すべき。

「１人１台端末や校内LANなどの」
部分を、「リモート授業環境の整備
など」に修正。

「１人１台端末の整備や校内LANなどの」部分につい
ては、令和２年度中に整備予定のため削除します。
「リモート授業環境の整備など」への修正について
は、休校時の対応を検討中であること、また「リ
モート授業環境」も「ICTを活用できる学習環境」に
含まれるものと考えています。

Ａ委員

施策４－１　教育環境の整備
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第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－１　教育環境の整備

4 ③修正 59

１　教育環境の充実
⑤基本的な取組
　ICT教育環境整備の充実

ICT技術は日進月歩であり、子育て世代の移住定住促
進を見据えた中で、子どもたちのICTを活用した学習
環境の充実は、より一層重要となることから、令和２
年度末の整備状況を最低ラインとして、今後更なる最
先端のICT教育環境整備へと充実させることが、目指
す姿の実現に有益であることから、右記のように修正
し、更なる学習環境の充実化を図るべき。

基本的な取組「ICT教育環境整備の
充実」を「最先端のICT教育環境整
備の充実」に修正。
「１人１台端末の整備」部分を「児
童生徒及び教職員１人１台端末環境
の維持拡充」に、「校内LAN～実物
投影機の全普通教室整備（小学
校）」を、「校内LAN（無線LAN）環
境の維持拡充、大型提示装置及び無
線機能付き実物投影機の小中学校全
教室整備」に、「デジタル教材」部
分を「デジタル教材やリモート授
業」にそれぞれ修正。

教職員・児童生徒が必要かつ有効活用できるICT環境
整備を充実させることを取組としており、最先端の
機器が必要であればそういった機器を整備していく
ことから、あえて「最先端」を記載する必要はない
ものと考えます。
「主な内容」の記載事項については。修正案のとお
り、「児童生徒及び教職員１人１台端末環境の維持
拡充」、「校内LAN（無線LAN）環境の維持拡充」に
修正いたします。
「大型提示装置」については、全教室とするとラン
チルーム・多目的室等のその他教室も含まれること
から、「大型提示装置の小中学校の全普通教室・特
別教室整備」に修正いたします。
「実物投影機」については、国の整備方針で中学校
への整備を求められていないことから中学校は含め
ませんが、学校現場に確認し、必要であれば実施計
画に記載いたします。
「リモート授業」については、休校時等、どのよう
な形で対応するか検討中のため記載しませんが、具
体的な内容・方法が決まりましたら、実施計画に記
載いたします。

Ａ委員

5 ③提案 58

1教育環境の整備 ICT教育環境整備の充実について
ICT教育については、授業効率の悪化や、子どもたち
の想像力の低下等、デメリットも多く報告されている
ことも事実。より慎重な対応および推進を望む。

基本的な取組「ICT教育環境整備の充実」に対する参
考意見として承り、ICT教育を推進するため、機器の
活用によるデメリットが生じないよう、学校（教職
員）とも連携し、対応・推進いたします。 Ｔ委員

6 ②提案 58

①教育環境の整備 早急なICT教育の取り入れ
タブレット端末による授業の必要性が求められる。
児童・生徒が平等に充実した教育を受ける必要があ
る。

施策１教育環境の整備についての参考意見として承
ります。
本市ではICT教育を推進するため、国の「GIGAスクー
ル構想」に基づき、１人１台の情報端末（タブレッ
ト等）の整備と、西小・川奈小・旭小を除く小中学
校12校への校内の無線LAN環境の整備を、国の補助金
を活用し、令和２年度中に実施する予定です。
校内無線LAN環境整備について、川奈小は来年度統合
するため整備は行わず、西小・旭小は、「伊東市立
小・中学校の規模及び配置の適正化に向けた基本方
針」にて令和５年４月を目途に統合の方針が示され
ていることから、統合先の第一候補地である東小の
み国の補助金を活用した整備を行い、両校は、国の
補助金を活用せず、令和３年度に既存回線の増強等
の整備を行う予定です。

Ｕ委員
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No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－１　教育環境の整備

7
①質問
②提案

59

１　教育環境の充実
⑥役割分担
市民（保護者）

保護者が参加する学校における奉仕活動を始めとした
各種活動について、①から⑤までの間に何も触れられ
ていないが、教育環境に係る保護者の現状や課題につ
いてどのように認識しているか。また、役割を掲げる
以上、保護者に対する記述を全般ですべきであると考
えるが、いかがか。

保護者の皆様には、奉仕活動やPTA活動等を通じ、教
育環境の向上にご協力いただいています。
保護者が行ってくださる各種活動は、保護者の皆様
が自主的に行っていただいている活動であり、市と
して協力できる部分については、⑤基本的な取組
「学校施設の環境整備及び老朽化対策」の中の内容
に含まれるものと考えますので、実施計画に具体的
な内容を記載します。

Ａ委員

8 ②提案 59

1 教育環境の整備
⑥役割分担

　成果指標や基本的な取組としてICT教育環境整備の
充実があげられているが、有効活用するためには、学
校（教職員）の資質向上と技能習得が必要である。
よって、⑥役割分担に学校の役割を追加すべきと考え
る。

■学校
・ICT機器の操作方法や有効的な活
用について、校内で研修を行いま
す。
・ICT機器を活用した魅力ある授業
を構築するために、校内研修の充実
を図ります。

ICT機器を有効活用するためには、学校の教職員の皆
様のご協力が不可欠なことから、修正案のとおり修
正いたします。
また、「①施策が目指す姿」の「対象」を、「児
童・生徒・教職員・保護者」に修正いたします。

Ｖ委員

9 ②提案 59

１　教育環境の充実
⑦関連する個別計画

本件では、長寿命化計画に基づく改修計画や「伊東市
立小中学校の規模及び配置の適正化に向けた基本方
針」の記載があるが、当該計画、方針名を、関連する
個別計画として記載すべきである。

ご意見のとおり、関連する個別計画として「伊東市
学校施設長寿命化計画」及び「伊東市立小・中学校
の規模及び配置の適正化に向けた基本方針」を記載
いたします。 Ａ委員

10
①質問
②提案

58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

生徒児童が学習しやすい環境で、夢や希望を抱くこと
が出来るためには、教員自身が夢や希望を抱き、じっ
くり生徒児童に向き合える時間を多く作ることが不可
欠であり、そのためには、現状各種対応により過剰と
なっている教員の事務負担を軽減し、効率化する取組
が必要だと考えるが、教員の負担軽減や職場環境向上
に関する記載がないのは、なぜか。
また、教員１人当たりの事務負担軽減に関する取組に
ついてさらに掲げるべきであると考えるが、いかが
か。

（教育総務課）
教職員の事務負担軽減のため平成30年度から校務支
援システムを導入しており、負担軽減を図っていま
すが、今後も必要な機器の整備を進めていく予定で
あり、⑤基本的な取組「ICT教育環境整備の充実」の
内容に含まれるものと考えますので、実施計画に具
体的な内容を記載いたします。

（教育指導課）
伊東市を担う子どもたちの健やかな成長と教職員の
心身の健康の保持増進を目指し、令和２年３月に
「伊東市立小中学校における働き方改革プラン」を
策定しました。学校が担う業務改善の明確化と適正
化の具体的方策及びそれらを実行するための教育委
員会の具体的な事業について、現在、取組を進めて
いるところです。教職員の心身の健康の保持増進
が、⑥学校と行政の役割分担にあります「教員の資
質・指導力の向上」につながると考えております。

Ａ委員
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第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－１　教育環境の整備

11
①質問
②提案

58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

学校である幼稚園等の幼児教育及び同環境の充実につ
いて、今回、教育的目標である政策目標４ではなく、
政策目標２に掲げたのはなぜか。

全国的な待機児童数の増加や保育の質の向上といっ
た課題等を背景に「幼保一体化」の流れが進む中
で、近年は認定こども園の設置等、幼児教育と保育
の一体的な提供が推進されております。
本市におきましても、令和２年に策定した第２期伊
東市子ども・子育て支援事業計画において、質の高
い教育・保育の総合的な提供を目指すとしているこ
とから、保育と幼児教育の充実を一体的な施策とし
て講じたものであります。
保育及び幼児教育の充実について、政策目標４では
なく、政策目標２とした理由につきましては、この
先のあり方を考えた時に、子育て支援策としての位
置づけが重要になると想定したことから、政策目標
２としたところであります。

Ａ委員

12
①質問
②提案

58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

特別支援学級の拡充について、何ら言及していないの
はなぜか。
誰もが身近な場所で安心して教育を受けられるよう
に、取組や目標として、特別支援学級の全校設置を掲
げるべきであると考えるが、いかがか。

特別支援学級の拡充だけでなく、不登校児童生徒や
問題行動にも柔軟に対応できる教育体制を確立して
いく必要があると考えます。施策の方針の中に「多
様な教育的にニーズに応えることのできる教職員、
支援員の育成に努めるとともに、教育的支援体制の
確立に取り組みます。」とありますので、その方針
の中で、特別支援学級も含めた教育体制を確立して
いく考えです。

Ａ委員

13 ②提案
58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

現状、希望する部活動がないために、やむなく遠方の
学校に通学している生徒が一定数いることから、各校
の部活動の充実を取組として掲げるべきと考えるが、
いかがか。

各校における部活動の充実については校長会とも連
携しながら検討していく必要があります。また地域
のスポーツ団体を部活動と認めている動きもありま
すことから、目標として掲げることは控えたいと考
えます。

Ａ委員

14 ②提案
58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

心豊かな人を育み、夢や希望を抱くための環境作りと
して、図書を通じた環境作りが重要であることから、
市立図書館との連携を図った学校図書室の充実化につ
いても、掲げるべきであると考えるが、いかがか。

（教育総務課）
学校図書室については、ICT化が進んでおらず、⑤基
本的な取組「ICT教育環境整備の充実」の内容に含ま
れるものと考えますので、実施計画に具体的な内容
を記載いたします。

（教育指導課）
学校司書配置事業により図書を通じた環境づくりを
進めているところです。教育指導課といたしまして
は、基本的な取組「教育的支援体制の充実」に含め
て考えております。

Ａ委員
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第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1
①質問
②提案

58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

生徒児童が学習しやすい環境で、夢や希望を抱くこと
が出来るためには、教員自身が夢や希望を抱き、じっ
くり生徒児童に向き合える時間を多く作ることが不可
欠であり、そのためには、現状各種対応により過剰と
なっている教員の事務負担を軽減し、効率化する取組
が必要だと考えるが、教員の負担軽減や職場環境向上
に関する記載がないのは、なぜか。
また、教員１人当たりの事務負担軽減に関する取組に
ついてさらに掲げるべきであると考えるが、いかが
か。

資料2-1 No10のとおりです。

Ａ委員

2
①質問
②提案

58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

学校である幼稚園等の幼児教育及び同環境の充実につ
いて、今回、教育的目標である政策目標４ではなく、
政策目標２に掲げたのはなぜか。

資料2-1 No11のとおりです。

Ａ委員

3
①質問
②提案

58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

特別支援学級の拡充について、何ら言及していないの
はなぜか。
誰もが身近な場所で安心して教育を受けられるよう
に、
取組や目標として、特別支援学級の全校設置を掲げる
べきであると考えるが、いかがか。

資料2-1 No12のとおりです。

Ａ委員

4 ②提案
58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

現状、希望する部活動がないために、やむなく遠方の
学校に通学している生徒が一定数いることから、各校
の部活動の充実を取組として掲げるべきと考えるが、
いかがか。

資料2-1 No13のとおりです。

Ａ委員

5 ②提案
58～
61

１　教育環境の充実
２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）

心豊かな人を育み、夢や希望を抱くための環境作りと
して、図書を通じた環境作りが重要であることから、
市立図書館との連携を図った学校図書室の充実化につ
いても、掲げるべきであると考えるが、いかがか。

資料2-1 No14のとおりです。

Ａ委員

施策４－２　未来を創る教育の充実（小・中学校）
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第３専門部会（令和２年９月25日開催）資料２-２

第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－２　未来を創る教育の充実（小・中学校）

6
①質問
③修正

60

２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）
②成果指標の目標値

目標値の設定根拠は何か。
また、誰にとっても魅力的である学校とすべきで有る
ことから、目標値を１００％に修正すべきである。

成果目標の目標をいずれも１００％
にする。

学校が楽しいと思う子どもを１００％にしたいとい
う願いは全教職員がもっているところです。しか
し、実際は高い達成率を示しているものの１００％
に到達していない状況があります。各校では、学校
が楽しいと思わない子どもがいるという事実をしっ
かり受け止めた上で、子どもの声に耳を傾け、より
よい学校づくりに向けた取組を行っていく必要があ
ると考えております。従いまして、このままの目標
値を設定し、段階的に目標値を上げることができる
よう努めていきたいと考えております。

Ａ委員

7 ② 60

２　未来を創る教育の充実
③現状と課題
■現状

提案というか加筆事項です 小学生の約85％はインターネットに
触れる機会を持っていると言われま
す。TwitterやInstagram等のSNSサ
イトでは、個人の名前や住所、顔、
行動範囲が知られてしまうような投
稿を気軽にしてしまう子どもが増え
ています。そのため、ネットリテラ
シーの向上が急務である。

現状に記載してありますようにＩＣＴの急速な発展
は子どもを取り巻く環境の急激な発展の一つである
と考えております。ネットリテラシーも含めた様々
な危機回避能力を高めることを課題とし、課題の３
番目に「自ら身を守る危機回避能力を高める教育施
策の充実」を掲げております。現在、ネットに関わ
る問題行動も増加していることから、子どもへの指
導のみならず、保護者に対しましてもネットリテラ
シーについて啓発を行っているところです。

Ｅ委員

8 ③修正 60

2 未来を創る教育の充実
(小・中学校)
③現状と課題

　■現状の一番上の全国学力学習状況調査の記述内容
は、確かにそのとおりであるが、本年度、この調査は
中止になったので、この項目の一番上に位置させない
方がよろしいと考える。

■一番上の記述を、下方に移動す
る。

今年度は新型コロナウイルス感染症による休業が長
引いたことにより、全国学力学習状況調査が中止と
なりましたが、今後５年間を見据えた政策であり、
本市において学力の向上は重要な課題であるため、
このまま一番上に掲載させていただきたいと思いま
す。 Ｖ委員

9 ③修正 60

2 未来を創る教育の充実
(小・中学校)
③現状と課題

　■現状の一番下の記述は地域社会に係る部分が多い
ので、２の項目には入らないと考える。

４青少年の健全な育成の項目に移動 学校が抱える課題は複雑化・多様化しており、学校
と地域が連携・協働し、地域の協力を得ながら子供
を育てていく必要があります。地域とともにある学
校づくりを推進するため、本市においては令和４年
度からのコミュニティスクールの導入を進めている
ところでもあり、このまま記載させていただきま
す。

Ｖ委員
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No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－２　未来を創る教育の充実（小・中学校）

10 ②提案 61

２　未来を創る教育の充実
（小・中学校）
⑤基本的な取組
　教育的支援体制の充実

学力の２極化が進む中、所得による教育格差を生まな
いためにも、放課後を利用した、地域住民と連携した
学習等の支援を強化する取組を掲げるべきであると考
えるが、いかがか。

新学習指導要領においても、学校と社会が連携・協
働しながら、教育活動を進めていく必要性に言及し
ています。本市では令和４年度からのコミュニティ
スクールの導入を進めているところです。そのた
め、基本的な取組「地域社会との連携推進」として
考えております。

Ａ委員

11 ②提案 61

2 未来を創る教育の充実
(小・中学校)
⑥役割分担

　■学校
「学校が楽しい」と思う大きな要因として、魅力ある
授業があげられる。来年度からの新学習指導要領完全
実施を控え、改訂の趣旨である、「主体的、対話的な
深い学び」を追求していくことが、児童生徒にとって
魅力ある授業につながると考える。したがって、学校
の役割として、２番目に右の文章を記載すべきと考え
る。

・新学習指導要領で示されている、
三つの柱（「知識・技能」「思考
力、判断力、表現力」「学びに向か
う力、人間性」）の育成を目指し、
「主体的、対話的な深い学び」のあ
る学習活動を推進します。

ご指摘いただきましたとおり、新学習指導要領に示
されている内容を１番上に追記させていただきま
す。

Ｖ委員

12 ②提案 60

②未来を創る教育の充実 学力だけでなく、心・気持ちを育てる教育が必要。
健常者も障害者も、お互いを認め合い、尊重しながら
生きていくための道徳心を育てる教育を求める。

教育指導課としても、「人として備えたい力（人間
性）」の育成を基本的な取組の一つに掲げ、人権教
育や道徳教育を推進していく考えです。

Ｕ委員
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第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1
①質問
②提案

62

３　生涯学習活動の推進
②成果指標

目標値の設定根拠は何か。
また、総合戦略案25頁で記載されているKPI項目が記
されていないのはなぜか。
さらに、新図書館建設を見据え、市民に図書館へ足を
運ぶという文化を形成するために、現行図書館におい
ても、来館者数を増加させるための取組及び来館者数
の目標設定を行うべきであると考えるが、いかがか。

【目標値の設定について】
①『生涯学習活動の推進』に係る満足度
　⇒年１回実施する市民満足度調査（2,000人無作
為・回答率45%程度）において、『生涯学習活動の推
進』を“満足”と答える方の人数について年４人～
５人の増加を目指し設定したものであります。

②市民一人当たりの図書貸出冊数
　⇒令和３年度以降、図書貸出冊数について年1,000
冊ずつの増加を目指し、かつ、新図書館のオープン
を見込んでいる令和６年度は20,000冊増、７年度は
30,000冊の増を見込んだものであります。

【総合戦略案のKPI項目について】
総合戦略案25頁に記載されているKPI項目につきまし
ては、基本計画の下位計画である実施計画での設定
を検討しております。

【来館者数の目標設定について】
“来館者数の目標設定”につきましては図書館政策
の重要な要素であると認識しております。
伊東図書館では、来館者数を計測する機器が無く、
令和２年度に初めて機器を設置したことから、現段
階で通年での十分な統計が取れていない状況ですの
で、計画案における指標としての設定を見送ったと
ころです。
なお、下位計画である実施計画において、市民満足
度調査における“図書館を利用している人の割合”
を代替の指標として設定する事を検討しておりま
す。

Ａ委員

2 ①質問 62

3　生涯学習活動の推進
②成果指標(ＫＰＩ)
市民一人当たりの図書貸し
出し冊数

現状値、目標値におけるデジタル図書の貸し出し冊数
のカウントの有無。熱海は積極的にとりくんでいる
が、そもそも伊東市はデジタル図書を導入しているの
か？

現在、本市においてデジタル図書は導入しておりま
せん。

Ｇ委員

3 ①質問
62、
66

3　生涯学習活動の推進
③現状と課題
現状

生涯学習の活動拠点の地図付きの一覧できる資料があ
れば現状をイメージ化しやすい。同様に市営のスポー
ツ施設の一覧と設置場所や老朽化の具合、駐車場の収
容台数などの、現状のハードを理解する上での資料が
ほしい。

ご指摘を踏まえた資料は別添のとおりです。

Ｇ委員

施策４－３　生涯学習活動の推進
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No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－３　生涯学習活動の推進

4 ②提案 63

３　生涯学習活動の推進
⑤市民の自主的生涯学習活
動の推進

デジタル化が進む中で、生涯学習活動においても、そ
の活動中に情報通信を行う機会も増えていることか
ら、更なる活動の推進の観点から、その活動拠点とな
る各生涯学習施設やコミュニティ施設等の公共施設に
おいて、無線LAN設備の整備を掲げるべきであると考
えるが、いかがか。

近年のICTの躍進に伴い、現代社会における無線LAN
の必要性は認識しているものの、生涯学習センター
及びコミュニティセンターの使用者からの要望は少
ない状況にあります。
また、無線LANについては、設置後、長期的に後年度
負担を強いることから、現段階で計画的に整備する
予定はございませんが、地域毎の指定管理者による
弾力的な運営に委ねる事や、使用者のニーズを的確
に把握する中で、検討してまいります。

Ａ委員

5 ①質問 63

3　生涯学習活動の推進
⑤基本的な取り組み
魅力ある図書館の構築事業
の推進

No2において、未導入としたら、伊東市はデジタル図
書の導入計画はあるのか、あるなら貸し出しサービス
の推進策を教えていただきたい。また新図書館の建設
地と他地区への対応についても見通しを解説してもら
いたい。

現在、新図書館建設に向け、基本構想の策定を進め
ておりますが、その中で、デジタル図書の導入につ
いても検討を進めております。
また、新図書館へ気軽に訪れる事ができない方も含
めた市域全体の図書館サービスにつきましては、
「図書館・文化ホール建設に向けた検討会」や地域
タウンミーティングなどでいただいた意見も踏ま
え、インターネットにて予約した書籍の受取や返却
が出来るようなサテライト図書館が実現できれば理
想的であると考えております。

Ｇ委員

6 ③提案
62～
63

3生涯学習活動の推進 小学校、幼稚園等の統廃合により使用されなくなった
建物、グランド等を利用したより積極的な生涯学習活
動の推進を望む。また、近年のＩＴ化、コロナ禍によ
りテレワーク、ワーケーションといった新しいビジネ
スモデルも創出されている。伊東市全体で交流の場と
しての開放、サテライトオフィス等の利用等、柔軟な
対応を望む。

小学校、幼稚園等の統廃合により使用されなくなっ
た建物、グランド等の活用については、当該施策に
限らず全庁的な課題として検討委員会を設けること
で、対応してまいります。
また、新しいビジネスモデルを踏まえた、サテライ
トオフィス等の利用については、政策目標５の施策
７「移住定住の促進・関係人口の拡大」に対する参
考意見として承ります。

Ｔ委員

7 ②提案
62～
63

③生涯学習活動の推進 多種にわたり、興味がもてる活動のアイデアがあると
いい。
多年齢層が参加し、協力・楽しむ・学ぶ活動ができる
といい。

時勢に合った、バラエティに富んだタイムリーな講
座等の開催に努めるほか、気軽に、継続して参加で
きる環境を醸成してまいります。 Ｕ委員
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第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 64

４　青少年の健全な育成
②成果指標

目標値の設定根拠は何か。 本市の未来を担う青少年が元気に育ち、様々な体験
活動や地域住民との交流活動等を促進するため、地
域学校協働活動（あいさつ運動【一斉活動】、放課
後子ども教室、ふるさと教室・夢チャレンジくらぶ
等）への延参加者数の合計を、各年度の小・中・高
生の推計人数で除したものを指標として設定しまし
た。
なお、令和２年６月現在、市内小・中・高生の人数
が5,669人であるのに対し、令和７年度の小・中・高
生の推計人数は4,565人と1,000人余減少する見込み
である事から、分子となる上記教室等への参加者を
維持する目標設定にしております。

Ａ委員

2 ②提案 64

④青少年の健全な育成 家庭・地域・学校が子供たちを守れるよう、協力・情
報の共有・見守りが必要。子供の見えない心の不安を
優しくひき出してあげるケアが重要。
これには、行政の協力が必ず必要である

青少年健全育成には、家庭・地域・学校の連携が不
可欠と考えていることから、地域学校協働活動の推
進に取り組んでまいります。

Ｕ委員

施策４－４　青少年の健全な育成
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第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 66

５　市民スポーツ活動の推
進
①施設が目指す姿

目指す姿で　健康を維持するとあるが、伊東市におけ
る「健康」の定義を示していただきたい。

若者から高齢者まで自分に合ったスポーツに取り組
むことで、体と心を成長させるとともに、人との繋
がりを持つことによって豊かな人生を送ることであ
ると考えます。

Ｇ委員

2 ①質問 66

５　市民スポーツ活動の推
進
②成果指標

目標値の設定根拠は何か。
また、総合戦略案26頁で記載されているKPI項目が記
されていないのはなぜか。

目標値の設定につきましては、スポーツ施策全体の
アウトカム指標として最適であると考えました。
総合戦略案26頁に記載されているKPI項目につきまし
ては、基本計画の下位計画である実施計画での設定
を検討しております。

Ａ委員

3 ① 66

５　市民スポーツ活動の推
進
③現状と課題
「市民1人１スポーツ」

市民1人1スポーツとあるが、飲食業やサービス業の方
では、施設の利用時間が21時までとなっていることが
多く、むしとそれ以後の時間のほうが集まれる人も多
く、利用時間の制限を緩和する方向性を検討できない
か。

23時までを施設の利用時間とする。 市内の社会体育施設に関しましては、屋外施設は午
後９時まで、屋内施設は午後１０時までの利用とさ
せていただいております。
これは、近隣に対する騒音、光害等の問題が生じる
ことから利用時間を制限しているところでありま
す。
利用時間延長につきましては、ご意見やご要望、周
辺自治体の状況調査などにより研究してまいりま
す。

Ｅ委員

4 ②提案 67

５　市民スポーツ活動の推
進
⑤基本的な取組
　社会教育施設等の充実

現状の設備を更新するだけでなく、スポーツの推進に
は、需要に応えるべく、トレーニングジムやプール等
の新規施設も、掲げるべきであると考えるが、いかが
か。

トレーニングジムにつきましては、既存施設の充実
に努めてまいります。
プールにつきましては、新設要望はあるものの多額
の後年度負担を伴う事から、費用対効果も含め、既
存施設の有効利用や総合運動公園構想の中で検討し
てまいります。
その他のスポーツ施設に関しましては、施設に対す
る要望を吸い上げてまいります。

Ａ委員

施策４－５　市民スポーツ活動の推進
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No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－５　市民スポーツ活動の推進

5 意見
65～
66

5市民スポーツ活動の推進 現状のスポーツ施設についての問題点。
市民体育館
　・フロア面積が狭く、各種大会の開催に苦慮する。
　・観客席がなく危険である。
　・老朽化が激しい。
小室山グランド
　・陸上グランドとしては使用できないほど非整備。
  ・左急な対応、見直しをすべきではないか。
かどの球場
　・硬式野球の練習、大会ができない。
市民プール
　・市民からのオールシーズン利用の屋内プール建設
の要望は多い。

『市民一人一スポーツ』を目指す観点からスポーツ施
設の充実は急務である。また、近年の少子高齢化を鑑
みれば、教育施設として整備するというより健康推進
や、運動公園といった考えに基づいて進めるべきと考
えます。（意見）

伊東市営かどの球場は元々軟式野球向けに設計がさ
れており、両翼90m、中堅110ｍと狭隘であり、硬式
野球での使用は不可能となっております。
スポーツ施設の充実、改修、新規建設に関しまして
は、各種団体からの要望を踏まえ、現状の施設で対
応が可能であるかを検討してまいります。
既存施設の改修につきましては、利用者の安全面を
優先に実施したいと考えております。
また、総合運動公園の建設も視野に入れ、検討して
まいります。

Ｔ委員

6 ②提案 66

⑤市民スポーツ活動の推進 進んで身体を動かすことが楽しいと思い、継続して参
加できるようなスポーツ活動があるといい。
アンケートなど、市民の意見を聞いてもよいのでは。

伊東市振興公社と協力し、ボウリング教室、グラウ
ンドゴルフ教室、ニュースポーツ教室等のスポーツ
教室を実施しております。
市民がその他に実施したい種目があるかどうか、ア
ンケート等の活用を踏まえ、前向きなスポーツ活動
推進に努めてまいります。

Ｕ委員
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第３専門部会（令和２年９月25日開催）資料２-６

第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 68

６　歴史・芸術文化の振興
②成果指標

目標値の設定根拠は何か。
また、総合戦略案27頁で記載されているKPI項目が記
されていないのはなぜか。
文化財管理センターや木下杢太郎記念館の来場者数に
ついて目標設定をしなかったのはなぜか。

目標値の設定につきましては、歴史・芸術文化施策
全体のアウトカム指標として最適であると考えまし
た。
総合戦略案27頁で記載されているKPI項目並びに文化
財管理センター及び木下杢太郎記念館の来場者数に
つきましては、基本計画の下位計画である実施計画
での設定を検討しております。

Ａ委員

2 ①質問 68

６　歴史・芸術文化の振興
②成果指標

課題となっている文化財管理センターや木下杢太郎記
念館の来場者数について目標設定をしなかったのはな
ぜか。

No1のとおりです。

Ａ委員

施策４－６　歴史・芸術文化の振興
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第３専門部会（令和２年９月25日開催）資料２-７

第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

1 ①質問 70

７　郷土愛の醸成
②成果指標

目標値の設定根拠は何か。 成果指標についての出典については、昨年度実施し
た市内中学３年生・高校２年生のアンケートを今年
度は、市内３高校の２年生を対象に実施したアン
ケートとなっております。
成果指標のうち、伊東市に将来戻ってきたいと思う
高校生の割合については、昨年度から調査対象者が
変わっていることから一概に比較はできませんが、
昨年度の実績56.4%を参照しつつ、今年度の実績が
58.0%であったことから、5年後の目標値を各年1%程
度の上昇を見込み、65.0%としたところであります。
次に、郷土に誇りと愛着を持っている高校生の割合
については、今年度の同調査において新たに質問項
目を設定したことから、今年度の実績のみをベース
に目標を設定いたしました。こちらも、各年1%程度
の上昇を見込んでおりますが、71.6%と比較的実績が
高かったことも考慮し、上昇幅を抑え75.0%としたと
ころであります。

Ａ委員

2 ② 70

７　郷土愛の醸成
③現状と課題
■現状

加筆の提案です はっきりした数は今わからないので
すが、伊東市外の高校に通学してい
る高校生の割合が51％以上になって
います。この現状がそもそも郷土愛
の無さを物語っている。その理由な
どもここに掲載できるとよいと思い
ます。

市外の高校に通学している高校生の割合について
は、令和２年度・現高校１年生で52.6％となってお
ります。
御意見のとおり、市内の高校にいかに進学いただく
か、また３高校統合を控え、いかに新高校に進学い
ただくかという点は一つの課題であり、郷土愛の醸
成を図る上でも非常に重要なことであると認識をし
ております。
理由については、自己実現の可能性を見出すことや
大学への進学率等様々な理由が考えられますが、調
査等から得られた回答ではないため、御提案の理由
についての記載は見送ることとし、現状部分に、
「市外の高校に通学する割合が52.6％と高い割合と
なっている」旨のみを記載いたします。

Ｅ委員

施策４－７　郷土愛の醸成
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第３専門部会（令和２年９月25日開催）資料２-７

第十一次基本計画（案）政策目標４に対する意見等

No
意見種
別

頁 該当箇所 内容及び意見理由 修正案 市の対応 委員

施策４－７　郷土愛の醸成

3 ①質問 70

７　郷土愛の醸成
②施策の方針

郷土愛の醸成は幼年期からの体験の積み重ねが必要で
あり、高校生では進学のため既に伊東から離れてし
まっている場合も散見されるが、中学生以下からでは
なく、高校生を方針の対象としたのはなぜか。

御意見のとおり、中学生以下における郷土愛の醸成
の重要性については認識しており、「未来を創る教
育の充実（小・中学校）」「保育及び幼児教育の充
実」において取り組むこととしております。
今回、敢えて高校生に焦点を当てた理由につきまし
ては、近年、高校生との連携が深化するとともに、
高校における地域との自主的な連携事業も活性化さ
れている状況があります。
このような状況を踏まえ、高校というのは、郷土を
離れる直前の段階であり、将来的に本市に戻ってき
ていただくためには、この段階において、これまで
培ってきた高校生との連携を一層深化させ、郷土愛
を育む取組を進めていく必要があると判断したこと
が主な理由であります。
また、文部科学省における、高校の普通科の再編に
関する協議の中で、地域の課題解決を目指す学科の
設置について意見も出ており、今後、行政等と高校
との連携が一層求められるものと考えております。
本市においては、市内３校の統合を控えております
ので、新高校においても当該施策のもと取組を進め
ていくことが大切ではないかと考えたことによりま
す。

Ａ委員

4 ②提案 71

７　郷土愛の醸成 郷土愛の醸成には、その土地に居続けるだけでなく、
他所と比較して改めて郷土の素晴らしさを感じ、郷土
愛が深まることもあると考えられるため、進学等で伊
東を離れた学生や社会人に対しても、ターゲットを広
げて、郷土を感じ、帰省はもちろんUターンに結びつ
けられる取組も掲げるべきであると考えるが、いかが
か。

他所を知ると同時に比較することで、改めて郷土の
素晴らしさを知るということは、御意見のとおりで
あります。
伊東を離れた学生をＵターンに結びつけられる取組
については、現状では、育英奨学事業等がございま
すが、伊東を離れた社会人等を含めたターゲットを
広げた施策に係る検討については、政策目標５－７
移住・定住施策への参考意見として承ります。

Ａ委員
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